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に１回程度）に点検をしましょう。

点検方法は、住宅用火災警報器の機種によ

って、ボタンを押すものと、ひもを引くもの

があります。ボタンを押したり、ひもを引い

たりするとテスト音が鳴ります。鳴らない場

合は、電池がきちんとセッ

トされているかを確認し、

それでも鳴らないときは、

電池切れ、機器本体の故障

が疑われます。取扱説明書

をご覧ください。

住宅用火災警報器の設置位置について

八千代市では、下図の示す位置に設置が義

務付けられています。

住宅用火災警報器には、国の定める技術上

の規格に適合する製品として、合格の表示が

されています。購入の際には日本消防検定協

会の検定に合格した適合品を設置してくださ

い。

お宅の住宅用火災警報器は鳴りますか？

建物火災の約５割が住宅火災です

火災種別のトップは「建物火災」

昨年の市内での火災発生件数は37件で前年

の36件から１件増加しています。火災種別で

は、建物火災が一番多く、前年から１件増加

して20件で、全体の54％を占めています。

火災を未然に防ぐために、コンロから離れ

るときは料理中でも火を消す、放火されやす

い物は屋外に置かない、たばこの吸い殻の処

理を適切にする、コンセントは清潔にするな

ど、日頃の生活習慣を見直し、身の回りに潜

む火災発生の原因となる危険を取り除き、火

災を防ぎましょう。

■過去３年の火災種別と発生件数

火災種別 2年 ３年 ４年

建物火災 23 19 20

車両火災 ２ １ １

その他の火災 16 16 16

合計 41 36 37

住宅用火災警報器の必要性

令和３年の調査では住宅火災によって全国

で約900人の人が亡くなっています。その中

の約半数が、火災に気付くのが遅れたため、

避難が間に合わなかったという「逃げ遅れ」

によるものです。また高齢者 (65歳以上 )の

割合が年々増加しています。火災を早期に発

見し、速やかな避難がで

きるよう、住宅用火災警

報器を必ず設置し、定期

的に点検をして、火災か

らあなたや、あなたの家

族の命を守りましょう。

交換時期を知っていますか？ 

住宅用火災警報器の設

置義務化から10年以上経

過しています。初期に設

置された住宅用火災警報

器は、見た目に異常がな

くても、電子部品の寿命

や電池切れなど消耗・劣

化により火災を感知しなくなる可能性があり

ます。本体の寿命は10年が目安とされていま

すので、設置から10年を過ぎたものは交換を

お勧めします。

定期的に点検をしましょう

住宅用火災警報器を点検しないと、不具合

に気が付かずに使い続けてしまい、いざとい

うときに、火災の発見が遅れて被害が広がる

おそれがあります。住宅用火災警報器が正し

く作動するようにするため、必ず定期的（月

八千代市では、平成20年６月からすべての住宅で住宅用火災警報器の

設置が義務付けられています。まだ、住宅用火災警報器を設置していない

ご家庭は、大切な命や家財を守るため、必ず設置しましょう。また、住

宅用火災警報器は、いち早く火災に気付くための重要な機器です。「いざ」

というときに正しく作動するため、日頃から定期的に点検しましょう。

警報器は、ご自分で簡単

に取り付けできますが、

有料で取り付けてくれる

場合がありますので、警

報器の販売店などにお問

い合わせください。

居室

寝室

寝室階段

台所

寝 室

建物内のすべての寝室に

設置します。

煙式の感知器

が有効です。

台 所

本市では、設置義務はありま

せんが、安心のため設置するこ

とを推奨します。

設置する場合は、

熱式の感知器が

有効です。

寝室

階 段

寝室が 2 階にある場合は、

階段の踊り場の

天井又は壁面に

設置します。

煙式の感知器が

有効です。

居 室

本市では、設置義務

はありませんが、安心

のため設置することを

推奨します。設置する

場合は、煙式の感知器

が有効です。

お問い合わせは

消防本部予防課 ４59-7803へ

３月１日～７日は春季全国火災予防運動期間

『お出かけは  マスク戸締り  火の用心』

（2022年度全国統一防火標語）
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市ホームページで資料などを公表しています お問い合わせ
　決算の概要、年度ごとの予算の概要や編成過程、各種分析資料などを市

ホームページで公表しています。

　一般・特別会計については、トップページから「市政情報」→「財政・

会計」へ、公営企業会計については、トップページから「八千代市上下水

道局」→「上水道（または下水道）」へ。

●一般・特別会計に関すること

　　財政課 （487）5112へ

●公営企業会計に関すること

　　上下水道局経営企画課 （483）6572へ

　公営企業会計は、経営に要する費用を料金などの事業収益で賄うもので、水道事業と公共

下水道事業が対象となります。内訳は、当該年度の経営活動に伴う収支である収益的収支と

施設の建設や改良などのための収支である資本的収支に分かれます。

水道事業会計

　資本的収入額が資本的支出額に対して不足

する額15億7,388万円は、損益勘定留保資金

などで補てんしました。

〔収支〕 　 　※税込額

区　分 収入（対前年度比）支出（対前年度比）

収益的収支
46億1,236万円

(1.1％増)
37億6,346万円

(4.4％増)

資本的収支
14億3,470万円
(92.6％増)

30億858万円
(9.9％増)

〔貸借対照表（4年3月31日現在）〕 ※税抜額

資産の部（対前年度比） 負債の部（対前年度比）

固定資産
404億3,447万円

(1.7％増)
固定負債

130億7,089万円
(2.5％増)

流動資産
36億1,690万円
(12.2％増)

流動負債
10億4,973万円

(2.8％増)

繰延収益
100億9,025万円

(0.7％増)

負債合計
242億1,087万円

(1.7％増)

資本の部（対前年度比）

資 本 金
169億7,095万円

(4.4％増)

剰 余 金
28億6,955万円

(1.1％減)

資本合計
198億4,050万円

(3.6％増)

資産合計
440億5,137万円

(2.5％増)
負債・資本
合　　 計

440億5,137万円
(2.5％増)

〔貸借対照表（4年3月31日現在）〕 ※税抜額

資産の部（対前年度比） 負債の部（対前年度比）

固定資産
400億3,420万円

(3.8％増)
固定負債

78億462万円
(7.1％増)

流動資産
20億9,948万円
(12.3％増)

流動負債
7億5,174万円
(2.1％減)

繰延収益
199億6,050万円

(5.1％増)

負債合計
285億1,686万円

(5.4％増)

資本の部（対前年度比）

資 本 金
126億7,793万円

(1.8％増)

剰 余 金
9億3,889万円
(0.2％減)

資本合計
136億1,682万円

(1.7％増)

資産合計
421億3,368万円

(4.2％増)
負債・資本
合　　 計

421億3,368万円
(4.2％増)

公共下水道事業会計

　資本的収入額（翌年度へ繰越される支出の

財源充当額4,565万円を除く。）が資本的支出

額に対して不足する額９億9,511万円は、損

益勘定留保資金などで補てんしました。

〔収支〕 ※税込額

区　分 収入（対前年度比）支出（対前年度比）

収益的収支
37億3,972万円
(2.7％増)

34億5,624万円
(2.3％減)

資本的収支
23億6,107万円
(371.4％増)

33億1,053万円
(152.8％増)

公営企業会計八千代市財政運営の

基本的計画の取組状況

　近年の財政状況を踏まえ、平成28年２月に

策定した八千代市財政運営の基本的計画を３

年３月に改訂しました。10年度までの中長期

財政収支見通しを基に、健全な財政運営の推

進に向けた財政目標値を設定しています。

　３年度決算を終えての現状と、６年度の中

間目標値及び10年度の最終目標値は下の表の

とおりです。中長期財政収支見通しは、年２

回見直しと、市民への公表を行うほか、予算

編成の基礎資料などに活用しています。

特別会計

　市には、４つの特別会計があり、保険料や

使用料などの特定の収入がある事業ごとに会

計を設け、一般会計と分けて経理することで、

収支をはっきりさせているものです。

区　分
歳入

（対前年度比）
歳出

（対前年度比）

⑴国民健康

　保険事業

160億3,059万円

（2.5％増）

156億1,607万円

（1.5％増）

⑵介護保険

　事業

136億634万円

（4.5％増）

133億1,992万円

（4.9％増）

⑶墓地事業
4,216万円

（12.7％増）

4,206万円

（12.6％増）

⑷後期高齢者

　医療

26億7,832万円

（1.4％減）

26億6,434万円

（1.5％減）

合　計
323億5,741万円

（3.0％増）

316億4,239万円

（2.7％増）

〔財政運営の基本的計画における取組状況〕

財政指標
令和10年度末
最終目標値

令和６年度
中間目標値

令和３年度
決算値

経常

収支比率
93.0%以下 94.9%以下 92.2%

公債費

負担比率
13.0%以下 14.0%以下 13.0%

財政調整

基金残高

標準財政規模の
10.0%以上
（約33.6億円）

11.1%
（約40.9億円）

市債残高 400億円以下 450億円以下 約450億円

〔損益計算書〕

【収益の部】42億3,558万円

※税抜額

【費用の部】35億5,323万円

営業外収益（納付金など）7億5,955万円

〔損益計算書〕

【収益の部】34億7,660万円

※税抜額

営業収益（水道料金など）

34億7,603万円

営業収益（下水道使用料など）

26億2,791万円

【費用の部】33億2,017万円

営業費用（減価償却費、

受水費、委託料、動力費、

人件費など）33億6,974万円

営業費用（減価償却費、

流域下水道維持管理費負担金、

委託料、人件費など）31億8,426万円

営業外収益（長期前受金戻入など）7億6,546万円

特別利益（過年度損益修正益）8,323万円

営業外費用（支払利息など）1億8,349万円 営業外費用（支払利息など）1億3,591万円

純利益　6億8,235万円 純利益　1億5,643万円


